
 野生動物（特に野生いのしし）対策の徹底
• 農場・防護柵周囲の草刈りや雑木林を伐採し、
隠れる場所をなくす
（農場周囲は内外３ｍ程度の範囲）
※農場周囲の森の下草も刈ると効果的です

• 防護柵・豚舎の定期的な点検と修繕
• 野生動物が近づかないよう死亡家畜の適切な保管
（コンテナ保管など）
 衛生管理区域への病原体の持込み・持ち出し防止、
消毒の徹底！

• 消毒は「反応時間」「温度」「有機物の除去」が重要
• 防護柵内外の定期的な消毒

※農場外周の作業後は、衛生管理区域に入らない
• 衛生管理区域内の定期的な消毒を徹底
• 消毒液の濃度と交換頻度に注意

※浸漬消毒（消毒薬に一晩浸漬、一晩乾かす）が効果的
 豚舎（特にワクチン接種前子豚がいる豚舎）の衛生管理を徹底！
• 畜舎内用衣服への更衣と長靴の履き替え・手指消毒
• 消毒・更衣後は再汚染しないように動線を確保
• 畜舎に持ち込む資材・移動用ケージ等の全面消毒

※地面に触れた場合は、念入りに消毒
 子豚の飼養管理および早期通報の徹底
• 分割授乳（初乳をまんべんなく飲ませる）
• 日常の健康観察と死亡豚の頭数・症状の記録

飼養衛生管理基準の徹底、発生予防対策をお願いします!!

※異状があれば直ちに家畜保健衛生所へ連絡をお願いします。

東濃家畜保健衛生所 TEL:0573-26-1111（内線395）
FAX:0573-25-7669

瑞浪市で８頭、土岐市で２頭、
恵那市で２頭、中津川市で２頭の

豚熱感染（野外株）いのししを確認!!
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※確認場所の詳細図は別添


